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栃木市教育研究所〈授業づくり部会〉目次

１．研究テーマ設定の理由

２．研究の実践
（１）1年目…視点の設定

（２）2年目…授業実践の蓄積

（３）3年目…学習指導案の作成・研究授業

３．研究のまとめ
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研究テーマ設定の理由

教師側が見落としがちな子どもの学びを深めるには、
どのような手立てやポイントがあるだろうか。

『見落としがちな子ども』とは…

…自力で課題には取り組むが学びが深まっていない、

教師側が見落としがちな児童生徒のこと
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研究テーマ設定の理由

子どもたちにとって〈価値〉のある話合い活動
とはどのようなものか、授業実践を通して明らかにする。

子どもたち同士の関わりから学びを深める学習活動

＝話合い活動

・・・〈学び〉につながる活動とは？

・・・そもそも何のための話合いなのか？
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研究テーマ

児童・生徒の学び合いにつながる話合い
活動とはどのようなものか。

〈価値〉のある話合い活動
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１ 児童生徒が話し合う意味があると感じる話合い

２ 学力の高低にかかわらず、児童生徒が対話する

話合い

３ 児童生徒が多様な考えを主体的に出し合う話合い

４ 自分とは異なる意見も認め合える話合い

〈価値〉のある話合い活動とは…

Ｈ２８ビデオリフレクション 観察と分析①
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Ｈ２８

・ 話し合う課題やテーマの設定を工夫する

・ 何のために話し合うのかという目的を明確にする

・ 教師の発問の仕方を工夫する

・ 児童生徒が自分の考えをもてるような工夫をする

・ 児童生徒の気づきを生かせる工夫をする

〈価値〉のある話合いをするためには…

ビデオリフレクション 観察と分析②
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①実生活と関連する話題を設定する

②具体物を効果的に活用して考えを

まとめる

③考えを視覚化する

④話合いの形態（やり方）を工夫する

Ｈ２８

四
つ
の
視
点

１年次の研究で見えてきたこと

（ビデオリフレクションの詳細は栃木市教育研究所ＨＰで公開予定）
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中学２年生 国語 「話合いで問題を検討しよう」

テーマ「運動会の小中合同開催について」 佐藤 奈央子教諭（寺尾中）

Ｈ２９

盛り込んだ視点 ①実生活と関連する話題を設定する

・「運動会」をテーマに設定

運動会の写真？
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中学２年生 国語 「話合いで問題を検討しよう」

テーマ「運動会の小中合同開催について」 佐藤 奈央子教諭（寺尾中）

Ｈ２９

盛り込んだ視点 ③考えを視覚化する

・リンクマップの使用、模造紙の活用
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中学２年生 国語 「話合いで問題を検討しよう」

テーマ「運動会の小中合同開催について」 佐藤 奈央子教諭（寺尾中）

Ｈ２９

盛り込んだ視点 ④話合いの形態（やり方）を工夫する

・4人グループ
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①実生活と関連する話題を設定する

→話合いが深まっていた

③考えを視覚化する

→意見がつながりやすくなった

④話合いの形態（やり方）を工夫する

→段階を踏むことでスムーズな話合いとなった

成果（４つの視点との関連）

課題 メンバー構成の工夫の必要性
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小学６年生 道徳 「ロレンゾの友だち」

テーマ「真の友情とは何か」 富山 真理子教諭（大平中央小）

Ｈ２９

盛り込んだ視点 ③考えを視覚化する

ワークシート ホワイトボード
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小学６年生 道徳 「ロレンゾの友だち」

テーマ「真の友情とは何か」 富山 真理子教諭（大平中央小）

Ｈ２９

盛り込んだ視点 ④話合いの形態の工夫

個人 → 班 → 全体
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③考えを視覚化する

→自主的に話し合う姿が見られた

④話合いの形態（やり方）を工夫する

→自分と異なる意見も認め合える雰囲気になった

→発表が苦手な児童が、進んで話合いに参加し

全体の前で発表できた

成果（４つの視点との関連）

課題 板書の工夫の必要性
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盛り込んだ視点 ③考えを視覚化する

三角形直線
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③考えを視覚化する

→自主的に話し合う姿が見られた

④話合いの形態（やり方）を工夫する

→自分と異なる意見も認め合える雰囲気になった

→発表が苦手な児童が、進んで話合いに参加し

全体の前で発表できた

成果（４つの視点との関連）

課題 板書の工夫の必要性
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成果 ４つの視点の導入→話合いの活性化

課題 ・話し合う時間の確保

・話し合うメンバーの工夫

・話合いのときの机間指導の工夫

・全体で話し合うときの板書の工夫

Ｈ２９２年次の研究で見えてきたこと
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小学５年生 国語 「大造じいさんとガン」
めあて「クライマックスの一文を見つけ、その一文を選

んだ理由を書くことができる」 野口 恭平教諭（南小）

Ｈ３０

盛り込んだ視点 ①実生活と関連した話題の設定

・子どもからの感想、疑問を取り上げた授業展開
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小学５年生 国語 「大造じいさんとガン」
めあて「クライマックスの一文を見つけ、その一文を選

んだ理由を書くことができる」 野口 恭平教諭（南小）

Ｈ３０

盛り込んだ視点 ③考えを視覚化する

・心情曲線の活用
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小学５年生 国語 「大造じいさんとガン」
めあて「クライマックスの一文を見つけ、その一文を選

んだ理由を書くことができる」 野口 恭平教諭（南小）

Ｈ３０

盛り込んだ視点 ④話合い形態の工夫

・形態にとらわれない話合い活動
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①実生活と関連する話題を設定する

→主体的に取り組むようになった

③考えを視覚化する

→どの児童も考えを持つことができた

④話合いの形態（やり方）を工夫する

→学力の高低にかかわらず、話し合っていた

成果（４つの視点との関連）

課題 話し合うフレーム設定の重要性
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研
究
の
ま
と
め

学びへの意欲
必然性

WHY

視覚化・具体物
話合いの形態

HOW

活発な話合い

DO
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研
究
の
ま
と
め

教師側が見落としがちな子どもの学びを

深めるには…

全ての子どもたちが学び合う姿
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ご清聴ありがとう
ございました。
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